
　「ACPT って何？ WCPT のブロックの 1 つじゃないの？」そんな疑問を持って，本号を
手に取られた方も多いのではないでしょうか？私も日本理学療法士協会国際部の一員とし
て活動する以前は，まったくその違いがわかりませんでした．協会本部にも十分な情報が
なく，今回総論をおまとめいただいた森永氏には大変ご苦労をいただきました．貴重な資
料としておまとめいただき，この場を借りてお礼申し上げます．
　さて，本年 8 月 30 日 31 日に，第 10 回アジア理学療法連盟（ACPT）学会（丸山仁司学会
長）が千葉の幕張メッセで開催されます．今回の特集はこの ACPT 学会を迎えるにあたっ
て，各国の理学療法事情を多くの理学療法士のみなさんで共有し，相互理解を深めるきっ
かけにしてもらうことを目的に組まれました．
　アジアについて思いを巡らせる時，読者の皆さんは何を思うでしょうか？各国の郷土料
理や世界遺産などの観光地，主な輸出品や民俗舞踊など，私たちが描く各国のイメージは
多種多様で，一度は訪れてみたいと思う方も多いのではないでしょうか？一方，理学療法
という視点でアジアの国をみたり考えたりすることは，これまでありましたでしょうか？
　今回の特集では ACPT 加盟国の大韓民国，台湾，タイ，インドネシア，マレーシア，
フィリピンの理学療法事情について紹介していただきました．また，今回はカンボジアと
バングラデシュの協会長より日本の理学療法士にメッセージをいただくことができまし
た．特に，台湾の事情については国立台湾大学物理治療學系の Hua－Fang Liao 氏に英語で
投稿いただき，現場の生の声を伝えていただきました．その他の国についても，現地での
活動経験や就業経験を持つ方々から，各国の理学療法の現状と課題，現在のトピックスな
どについてご解説いただきました．日本と同じように高齢化に関する課題を抱えている国
や，来るべき国際化社会をにらんで世界標準を意識する国，伝統医療との難しい関係や貧
富の差による医療格差が存在する国など，その国によっていろいろな違いを知ることがで
き，認識を新たにしました．日本は国民総生産世界第 2 位の経済大国であり，理学療法士
数も群を抜いて多い国ですが，世界標準の学問体系へのアクセスや先進国とのコミュニ
ケーションについては，英語を共通語とするマレーシアやフィリピンなどの国に比べては
るかに遅れている印象をぬぐえません．国自体の安定性や経済成長などについては圧倒的
に日本に有利なものがありますが，自分たちが収集した限られた情報による先入観だけで，
各国の理学療法を推測することは厳に慎まなければなりません．今回の特集は読者のみな
さんに正しい各国の情報伝達の一助になったことと確信しております．
　韓国のように日本に類似した教育制度や医療制度を持つ国では，日本の理学療法士の活
動や発展が自国の理学療法にも少なからず影響することから，日本の理学療法士に強い期
待を抱いていると聞きます．隣国の友と交流し相互理解を深めるために，第 10 回 ACPT 
学会にぜひ皆さんも参加しましょう．　 （高橋哲也）
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